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【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｆ   7/00    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｋ   3/26    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月6日(2011.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　　ハイドロタルサイトは一般的に、Ｍｇ６Ａｌ２（ＯＨ）１６ＣＯ３・４Ｈ２Ｏで示さ
れる層状の化合物で、Ｍｇ－Ａｌからなる層の層間にＣＯ３、Ｈ２Ｏ、ＯＨ－が挿入され
ている。構造中のＭｇ２＋の一部もしくは全部をＮｉ２＋、Ｚｎ２＋、Ｓｒ２＋やＣａ２

＋等の２価カチオンと置き換えることができ、同様にＡｌ３＋の一部もしくは全部をＦｅ
３＋やＣｒ３＋等の３価カチオンと置き換えることができる。さらに、ＣＯ３

２－もＳＯ

４
２－やＣｌ－等のアニオンと交換することができる。また、一般的に２価と３価のカチ

オンのモル比を変えても構造を保持し、モル比が２～４の範囲で層状構造をとることがで
きる。これら構成元素の組成や２価と３価のカチオンの比率を変えた層状の化合物を一般
的にハイドロタルサイト型化合物と呼ぶ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　　本発明に係る溶出する導電性イオンが少ないハイドロタルサイト型化合物粒子粉末を
用いることにより、樹脂に高い電気絶縁性を持たせることが出来る。また、熱安定性及び
着色の抑制も改善することが出来る。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９２】
　　本発明に係るハイドロタルサイト粒子粉末を用いることで含塩素樹脂組成物材料にお
いて、樹脂組成物の電気絶縁性、着色の抑制及び熱安定性を改善させることができる。こ
のため、より多くのアプリケーションへの展開が可能となる。
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